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■　アンケート結果（河川管理を行っている全国の現場担当者を対象に実施；平成14年9月）

◆「河川における外来種対策
　に向けて（案）」
　　　　　　（平成13年7月刊行）

◆「河川における外来種対策
　の考え方とその事例」
　　　　　　（平成15年8月刊行）

全国の約4割の現場で外来種
問題が存在

外来種問題が存在する現場
の約6割で対策が未実施

現場では対策事例・手法など
具体的な情報が必要


